
実 習 生 心 得 

 

 実習生は、この心得に従い規律ある行動を行い、充実した研修と団体生活を送り、実習生相互
の融和を図るものとする。 

  

１.一般事項 

・実習意欲のない者、素行不良等牧場長が実習生として適性を欠くと認めた者は、学校へ連絡
のうえ退場させることがある。 

 ・実習期間中は、牧場職員の指示に従って行動し、外出及び車両の運転は禁止する。 

 ・貴重品は、各自が責任を持って管理する。 

  

２.実習概要 
 (1)到着後のオリエンテーション 

  ①牧場の概要 ②実習生心得 ③生活施設の説明 ④実習準備 

 (2)実習時間 ＊作業内容により変更になる場合がある。 

  ・午前：8:30～12:00 午後：13:00～17:15 

・開始時間前に実習のできる用意をし、研修室に集合し待機。 

  ・職員の準備の都合上、空き時間が生じる場合があるので研修室で自習をする。 

 (3)実習内容 

  職員に同行し下記の牧場業務を実習する。なお、牧場長が必要と認めた場合は牧場以外での
実習を可能とする。 

  ・家畜の育成・放牧・衛生管理及び繁殖管理について 

  ・飼料作物の栽培、粗飼料調製及び草地管理について 

(4)講義 

  牧場職員が、実習期間中に１～２回程度、約１時間の講義を行う。(ただし、業務都合により
中止の場合がある) 

 

３.施設の使用 

   事務室、会議室、宿直室、職員更衣室等、職員の利用する部屋は、終日入室禁止とする。 

(1) 宿泊室の使用 

  ・ 宿泊室は一人部屋になるため、宿泊室の鍵を紛失しないよう管理すること。また、実習中
は鍵を事務室に預けることも可能とする。 

   ・宿泊室は毎日清掃するとともに、常に整理整頓し清潔にしておくこと。 

   ・退場時には、きちんと清掃し、鍵を返却する。また、忘れ物のないよう注意をすること。 

  (2) 食堂の利用 

   ・食事時間は、原則として次のとおりとする。 

   朝食：7:00～8:15  昼食：実習内容による  夕食：17:30～19:00 

   ・食事はセルフサービスとし、食器洗いは各自が行うこと。 

   ・冷蔵庫は実習生専用のものを使用し、私物は各自が管理すること。 

(3)浴室の使用 

   ・入浴時間は、18:00から 21:00までとし、入浴順等は実習生が話し合いにより決めること。
（石鹸、シャンプー等は各自で用意する。） 

  ・浴室またはシャワー室の使用後は、各自で清掃すること。 

   ・浴室の利用時間短縮のため、ドライヤーは各自の部屋で使用すること。 

(4)洗濯機の使用 

   ・洗濯機は、研修施設に備え付けてあるものを使用すること。（洗濯洗剤は牧場のものを使
用可） 

   ・多くの者が使用するので、効率的に使用すること。 

(5)その他 



・消灯時間は 22:00とし、全館禁酒・禁煙とする（喫煙場所は研修生出入口付近に設置）。 

   ・牧場の図書等牧場の備品を借用したい場合は職員に申し出ること。 

   

４.その他 

・体調に不調を感じた場合、けがをした場合はすぐに職員に申し出ること。 

・わからないこと、不明な点等があった場合は職員に相談すること。 

・施設や備品等の汚染、破損、紛失については、実費負担すること。 


